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コミュニティで取り組む
再生可能エネルギー

東日本大震災の教訓から､エネルギーの多様化・分散化､エネルギーの
効率的利用を推進することが喫緊の課題となっています｡
エネルギー問題の対応については､これまでは国が主導的な役割を担
ってきましたが､これからは､地域分散型エネルギー
社会の構築を目指し､地域が主体となって太陽光や
風力､水力など地域の特色を生かした再生可能エネ
ルギーの導入促進に取り組むことも必要とされてい
ます｡
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第一部   おひさま進歩エネルギーの取り組み及びコミュニティでの
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第二部  いちき串木野市における
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今回遭遇している日本の変革は、東日本大震災と福島原発事故という
未曾有の国難に対して、明確な未来ビジョンを描き、計画的に価値観
の転換を進め、まったく新しい産業構造と社会システムを受け入れら
れるように推進していくものでなければなりません。
それは再生可能エネルギー導入を産業活性化およ
びまちづくりと連動させて、災害に強く環境負荷の
少ない自立社会・自立国家を築くことでもあります。


